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会長のことば 

 

  

 

 CAJLE 会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか。日

本の会員の皆様は、満開の花々、新緑に囲まれ春もた

けなわの日和のことでしょう。カナダは、今年も長い

冬が続き、バンクーバーやトロントでは桜の花が咲い

ていると聞きましたが、私の住んでいるカナダ中西部

では、5 月中旬になっても、やっと木の芽が膨らみ始

めたころです。でも、このニュースレターが皆様の目

に入るのは、きっとカナダ全国、新緑に満ち、爽快な

夏の訪れを迎えている頃でしょう。 

さて、昨年、CAJLE は創立以来 25 年を迎えました。

前回のニュースレター、年次総会でもお知らせし、会

員の皆様には団体継続申請を承認していただきまし

たように、今年 CAJLE は、カナダ連邦政府の新法令

Canada Not-for Profit Corporation Act に基づき団体継続

を申請することとなりました。それに伴い、定款の改

定も義務づけられており、現在作業が進められており

ます。この作業を始めるにあたり、私が会長就任した

当時に旧理事から引き継いだ 1988 年からのバインダ

ーに目を通しておりますが、そこで CAJLE の長い歴

史を目にすることが出来ました。    

1989 年の年次総会議事録によると、1988 年に会員

23 名で CAJLE が発足し、同年 6 月に行われた第一回

年次総会では、正式に振興会の理事 13名が選出され、

創立者である中島和子先生 (現 CAJLE 名誉会長) 

を 筆 頭 に 、 Non Profit Organization 及 び Charitable 

Organization としての登録がされ、正式な団体として

設立されました。振興会は、カナダにおける 1) 日本

語教師の研修、新教師の養成、2) 日本語教育に関する

研究活動の興隆、3) 日本語教師間の情報交換、4) 関

連団体との交流を推進することを目的として発足し、

発祥地であるトロントは、年少者から大学生、一般成

人までの多様な学習ニーズに応えるため、初年度から

様々な活動が積極的に行われていたようです。カナダ

の草分けである熱心な先生方の日本語教育促進への

熱意には、深く頭が下がります。 

CAJLE はトロントを中心に活動が始められ、現在

に至るまで当初の目的の達成に努力し続けています。

その中でも、上記 3）はこの広大なカナダでは最も達

成が困難なことです。しかし、最近では、カナダ全域

のニーズに応えられるように、トロント以外に、カル

ガリー、ヴィクトリア、フレデリクトン、バンクーバ

ー、レジャイナ、バンフでも CAJLE の年次大会が行

われるようになり、全国からのあらゆるレベルの日本

語教師との情報、意見を活発に交換する場を提供し、

日本語教育研究活動を推進、共有し、カナダの日本語

教育に貢献する努力をしてきています。本年度の年次

大会は、さらにカナダ全域への活動を目指し、CAJLE

の歴史上、初めてフランス語圏であるケベック州モン

トリオール市で行われることになりました。最近、日

本語教育でアーティキュレーションの重要性が注目

されていますが学習者が効果的に学習を続けられる

ためには、教師間、教育機関の間の連携がとても大切

です。大会参加の皆様には、是非この場を利用して情

報共有、そして親睦を深めていただきたいと思います。 

 このように、この振興会が他地域にわたって貢献で

きるようになったことは、大変喜ばしいことで、その

背景には当初の関係者の熱意を引き継ぐべく歴代か

らの理事の貢献はもちろんではありますが、会員の皆

様のご支援、ご意見が CAJLE をより一層成長させる

推進力となっていることは言うまでもありません。今

年もまた、大会で新たなネットワークを作り、多くの

方々からご意見を頂きながら、さらに CAJLE を成長

させていきたいと思います。当初の目的達成には、ま

だ到達しておりませんがこれからも多くの人々と手

を取り合いながら理事一同努力して行くつもりです。

どうか、これからも CAJLE をご支援くださるようお

願いいたします。 
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CAJLE2014 年次大会 

 

CAJLE2014 年次大会のご案内 

CAJLE2014    

 

初夏の候、皆様いかがお過ごしでしょうか。大会

実行委員よりご挨拶申しあげます。六月になると、

夏の年次大会がぐっと近づいた感がありますね。 

CAJLE2014 à Montréal －今夏の大会は、フランス

語圏の都市、ケベック州モントリオールにて開催し

ます。ケベック州は人口の約8 割がフランス語話

者、そしてご周知の通り、公用語はフランス語のみ

というユニークな地域です。州の言語政策に基づい

て、学校教育、ビジネス、その他広範囲に渡って、

フランス語が暮らしの主要な言語となっています。

他州と異なるこうしたケベック州の特色も念頭に置

いた上で、今大会のプログラムを企画しました。  

大会テーマは「言語教育とアイデンティティ：多

文化社会における日本語教育」です。8月20日（水）

21日（木）の二日間、モントリオール市の中心にあ

るホテルにて開催します。いうまでもなく、言語教

育は（母語、第二言語に関わらず）、学習者の文化

的背景、アイデンティティと切り離して考えること

ができない密接な関係にあります。カナダのような

多文化・多言語社会を謳う国においては、日本語学

習者の背景も多種多様であり、それを視野に入れず

しては、効果的で意味のある教育は望めません。本

大会ではここに焦点を当て、基調講演と教師研修

に、応用言語学分野におけるアイデンティティ研究

に貢献されている菅野康子先生（テンプル大学）を

お招きしています。 

ケベック州には日本語講座を持つ大学が計五校、

そして継承語学校、日本語学校もあります。大会二

日目の公開討論会では、それらの機関で日本語教育

に携わる先生方に登壇していただき、それぞれの教

育現場での現状、課題などについて発表いただく予

定です。フロアとの討論も活発に進めたいと考えま

す。議長には、モントリオール大学で長年教鞭を執

られた金谷武洋先生をお招きし、討論の始めの講演

と、討論のまとめ役をお願いします。 

研究発表は、口頭発表とポスター発表を設けてい

ます。口頭発表は２セッション同時進行で行い、ポ

スター発表は、他のプログラムと重ならない時間帯

に単独で 分行う予定です。情報交換に十分時間を

取っていただけると思います。また、これまでの大

会同様に、二日間を通して、Nihongo Circle による書

籍展示販売を予定しています。 

さて、一日目の夕刻に予定されている懇親夕食会

は、在モントリオール日本国総領事館のご厚意によ

り、総領事公邸にて行うこととなりました。総領事

のご招待により、無料で参加いただくことができま

す。（但し、申し込み必須。大会登録サイトからお

申し込みください。）大会会場に近いウエストマウ

ントの小高い丘に建つ公邸にて、楽しいひと時をお

過ごしいただきたいと思います。 

公用語はフランス語のみとはいえ、今大会の開催

地モントリオールは、多種多様な民族が行き交うコ
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  Old Montreal  Credit : Archives de la Ville de Montréal 

スモポリタンな都市です。一年を通して、国際ジャ

ズ･フェスティバル、世界映画祭などなど、多様な行

事が催され、音楽、アート、ファッション、食の文

化に溢れています。大会参加者の皆様には、きっと

この魅力あるモントリオール、Joie de vivre （生きて

いる喜び）溢れる街を楽しんでいただけると思いま

す。多数のご参加をお待ちしております。 

 

大会の詳細は以下のウェブサイトをご覧ください。 

http://www.cajle.info/cajle2014/  

参加費の早期割引は6月30日（月）までです！ 

 

 

 

特集記事 

 

国際交流基金の助成・支援事業の一つとして「国内連携による日本語普及支援：海外日本語教育インターン派遣」 

ñDispatching Abroad Program of Japanese-Language Education Interns to Overseas Partner Institutionsò というプロ

グラムがあるのをご存知でしょうか。2014 年度の公募プログラム（2013 年 12 月 2 日締切終了）によりますと： 

日本国内の大学・大学院等で日本語教育を専攻する学生を海外の日本語教育機関に日本語教育実習生（インタ

ーン）として派遣し、学生や一般層の日本語学習を支援すると同時に、派遣するインターンに海外日本語教育の

現場を経験する機会を提供するプログラムです。 

http://www.jpf.go.jp/j/program/dl/guidelines_j_2014.pdf (p. 16) 

This program is intended to support Japanese-language education overseas through dispatching student interns who 

study Japanese-language education at universities and graduate schools in Japan. This program also aims to provide 

student interns with opportunities to experience the field of Japanese-language education overseas.  

http://www.jpf.go.jp/e/program/dl/guidelines_e_2014.pdf (p.18) 

とあります。申し込みは日本の連携大学が行い、教育実習生（インターン）は往復航空費や滞在費、海外旅行傷害保険料

等の支援を受け、海外の受け入れ先で数週間から 1 年間の教育実習を行うことができるようです。カナダから 2013 年度プ

ログラムに参加した 3 機関の先生方にそれぞれ受け入れ側としての体験談をお願いしました。－編集部 

更新手続きのお願い 

会費年度は毎年 6月 1日から 5月 31日となっております。2014年 5月 31日で期限が切れる会員の皆様には、6 月

1 日以降、CAJLE ウェブサイトにて更新を行っていただけます。詳しくはこちら（http://www.cajle.info/about-

us/membership/）をご覧ください。お手続きの際は 18 ページ掲載の会員規定も併せてご覧ください。年次大会では、

会員割引に加え、Early Bird Registration（6 月 30 日まで）割引もご用意しております。またメールアドレスや所属先の

変更などございましたら、cajle.kaikei@gmail.com までご連絡下さい。 

 

 

http://www.cajle.info/cajle2014/
http://www.jpf.go.jp/j/program/dl/guidelines_j_2014.pdf
http://www.jpf.go.jp/e/program/dl/guidelines_e_2014.pdf
http://www.cajle.info/about-us/membership/
http://www.cajle.info/about-us/membership/
mailto:cajle.kaikei@gmail.com


CAJLE カナダ日本語教育振興会 ニュースレター 48号 

 

 

5 

「海外日本語教育インターン派遣プログラム」に参加して 

ñDispatching Abroad Program of Japanese-Language Education Interns to Overseas Partner Institutionsò 

 

 BC    

  

 

 カモーソンカレッジでは毎年 2 名から 8 名の実習生

を受け入れています。今年は 2 月半ばから 3 月までの

3 週間の日程で実習生を 5 名受け入れました。受け入

れの時期は、だいたい日本の大学が春休みのこの期間

になります。  

 まず、前年度の秋から準備を始めます。日本の提携

大学から実習人数やこちらに来る期間などの問い合

わせがあり、こちらの中間試験やリーディングブレイ

クなどの時期にぶつからないような時期を検討して

先方に受け入れの確認をいたします。受け入れる時期

が決まると、その学期のその期間にオファーしている

日本語のクラスのコースアウトラインを先方に送り、

各クラスで教科書のどの部分が扱われるかを知って

いただいて、その準備なども事前にできるものは学生

達にやっていただきます。実習生がこちらに来てから

は、まず初日に 2 時間程度かけて、具体的に何をやっ

てもらうか、教える上での注意点などを話し合います。

実習が始まってからはその週の最終日に反省と来週

の段取りを話し合います。今年は実習生に参加しても

らった授業は 3 クラスで、5 セクションでした。各実

習生がクラスで実習を行ったのは毎週 8 時間程度だっ

たと思います。 

 実習生（二人一組）にやってもらうのは文法の導入、

練習、漢字などです。必要に応じて、教員が説明等を

加えます。学生は実習生がやっていることを理解しよ

うと努めるので、結果的には教員が一人でやっている

時よりも、クイズの平均はたいてい上がります。また、

学生は自分たちと同世代のものから聞く日本語はと

ても新鮮で、あまり教員以外の日本語を聞く機会もな

いので、大いに喜んで、実習生達が来ている 3 週間は

出席率も良くなります。また、今回は実習生の影響で、

日本で古典を勉強しようと決めた学生もいて、9 月か

ら交換留学で日本に行くことになりました。実習生の

受け入れはこちらの学生にとって、日本のことや、特

に若い世代の日本語を聞く上でも大いに効果がある

と思います。 

 

   

  

 

 当校では一橋大学大学院日本語教育専攻一年生の

インターンが活躍してくれています。平田好先生が一

橋大とこちらの教育委員会との橋渡しをしてくださ

り、住まいは当校の女性教師がルームメイトになって

くれました。その他大勢の方々のサポートが得られた

のは本当に有り難いことでした。 

 現地教師としてこのプログラムに期待したことは、

日本語教師を目指す若いネイティブスピーカーに最

近の日本事情、サブカルチャーをクラスで紹介しても

らい、生徒のモチベーションを高めることでしたが、

インターン自身の目標を確認し、有意義な 1 年間を過

ごしてもらうために、日本側の担当教授にご相談して、

教育実習の評価表を作成していただきました。このプ

ロセスとインターンとの話し合いで、彼女が継承語教

育に興味があり、個別又は小グループの指導が得意で

あること、日本のアニメや漫画に詳しいことが分かっ

たので、毎日の活動は自然とそれらを考慮したものに

定着していったように思います。具体的には、高校の

プログラムに出席している補習校出身の生徒や、時間

割がうまく組めず、全くレベルの違うクラスに登録せ

ざるを得なかった生徒達の個別指導、試験やクイズの

採点や資料のアップデート、中学校日本語プログラム
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の訪問、特定テーマのスライドプレゼンテーション等

の他、毎日の授業活動や生徒達の様子についても感想

や提案を頻繁に共有してくれます。3 月の高校生日本

語コンテストでは、プログラム作成から審査員のお手

伝い、アンケートの集計まで大活躍してくれました。

この他、補習校でも毎週欠かさずボランティアをして

います。 

 このインターンプログラムを成功させるためには、

インターンと教師との円滑なコミュニケーションが

必須で、これにはお互いの努力と時間が必要なことを

実感しました。しかし、その実りは大きく、日本語プ

ログラムにとってはその活性化が、インターンにとっ

ては海外の日本語教育の現場で自分に合った実習が

可能になります。なお、彼女はもう一年の延長が決ま

り、現在就労許可の更新手続き中です。生徒達からも

大変慕われていますので、来年の更なる成長と活躍を

期待しています。 

  

Miriam Irons, Lindsay Thurber Comprehensive High School, Alberta  

 

 

  When I heard about the Japanese assistant program I 

was excited and ready to put my name forward. Yes, it 

would be a lot of work to mentor a young person from Japan, 

but I could only think of positives. Having a native speaker 

in my class to help out would be great for students. They 

would get exposed to the latest and coolest Japanese pop 

culture trends, get a great pronunciation model and although 

I’m young at heart, they would have a real young person 

from Japan to relate to. As a non-native Japanese speaker, I 

would surely also benefit from having a native speaker in 

the classroom to fix my Japanese, too. 

  I’ve had my assistant, since late August 2013, and I 

truly believe that our classes are more interesting, fun, and 

students are speaking, listening, and learning more Japanese 

than before. Together, we’ve created interesting culture and 

language lessons for our students. Alone, I would not have 

had the time or the ideas to create these activities. For Taiiku 

no hi, Sakie made a mukade kyousou competition and we 

also purchased a super long skipping rope for a group 

skipping contest. The grade 12 students this year made a 

facebook page for a historical figure or a Japanese 

technology giant. Sakie is a musical person, and so she has 

created songs to help students learn. Cultural lessons were 

the hardest for Sakie to come up with alone, so we would 

brainstorm after school to come up with topics of interest to 

compare Japan and Canada—tunnels, bridges, 成人の日, 

えんかいのメニュー、 school life. Sakie has created 

numerous reading activities, samples of assessments for 

students, and kanji practice activities at a drop of a hat. 

Flashcards needed? No problem, ready in a flash! My 

assistant has also done a great job with the once a week 

Japanese culture club. One of their memorable projects was 

the peace poster that we sent to the Hiroshima Peace Park. 

All in all, I am truly thankful for my wonderful intern and 

I’m looking forward to another one next year. 

 

 

 

なお、2015－16年度国際交流基金公募プログラムガイドラインは 2014年 9月ごろに発表される予定です。－編集部 
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特集二つ目は、全米日本語教育学会（AATJ）による National Japanese Exam（NJE）をご紹介します。NJEは日本語学習者を

対象としたオンラインテストで、カナダの日本語教育機関からも申し込むことができます。－編集部 

 

National Japanese Examのご紹介 

    National Japanese Exam Director   

 

National Japanese Exam (NJE) は American Association of 

Teachers of Japanese (AATJ) が開発・実施している日本

語のテストです。これはスタンダーズ 1 を重視し、文化

理解や日本語のプロフィシエンシーを測る日本語テス

トで、第二言語としての日本語を学習する中学生、高

校生、並びに大学生を対象としています。テストには

聴解と読解とがあります。 

 主な NJE の意義は次のようなものです。 

¶ 学生の日本語能力の強い点弱い点を認識する 

¶ 日本語の勉強の動機づけ、動機を強化する一助

となる 

¶ 日頃の日本語学習の努力・達成を評価、認めて

あげる機会を与える 

¶ 学習・教育効果を計る  

¶ 学生にとって AP 2 や JLPT( 日本語能力試験) な

どの試験の準備あるいは練習となる 

¶ 日本語教育のアドボカシー、推進 

 言語のクラスでは様々な評価方法がありますが、

NJE はクラスで学んだことをきちんと理解しているか、

学習目的に達成したかという達成を測るテストではな

く、実際の自然な場面で言語を使って何が出来るかと

いう、その言語のプロフィシエンシーを測るものです。

それぞれのレベルに関して所謂、試験範囲、文法リス

ト、語彙リスト、漢字リストなどはありません。 

 テストはレベル 1、レベル 2、レベル 3 と 3 つのレベ

ルに分かれています。ACTFL の基準で言うと、レベル

1 は Novice-Mid ( 初級の中) 、レベル 2 は Novice-high 

( 初級の上) 、レベル 3 は Intermediate-low（中級の下）

となります。また、大まかな学習達成度の目安として、

高校生の場合、レベル 1 は日本語学習 1 年目のレベル、

レベル 2 は日本語学習 2 年目のレベル、レベル 3 は日

本語学習 3 年目のレベルとなっています（中学生・大

学生の学習達成度の目安は違いますので、それぞれ参

照してください）。 

 中学生、高校生、大学生それぞれに学習者の日本語

の学習の状況によってのカテゴリーがあり、個々の学

習者に該当するカテゴリーに登録します。テストの結

果には聴解と読解におけるそれぞれのスコア、そして

合計スコアに加え、 州で同カテゴリー内のテスト被験

者の中での順位、パーセンタイル、国全体におけるパ

ーセンタイルが含まれています。また それぞれの学習

者が、漢字や、大意を理解する力など、どういったポ

イントが強いか、弱いかを示す分析結果も含まれてい

ます。また、それぞれのカテゴリーで上位パーセンタ

イルの学生に表彰品なども用意しています。 

 私どもは、日本語教育の推進、質の向上の一助とな

るべく、質の高いプロフィシエンシーテストを開発す

ることに鋭意努力し、また、より幅広く日本語学習者

に受験していただけるよう努めております。2014 年現

在、受験料は一人 8 米ドル（先生が AATJ メンバーで

はない場合は 15 米ドル）。そして、オンラインという

形態をとることで、学習者の通う学校から受験が可能

となっています。約 5 週間に渡ってテスト実施期間が

あり、その間であればいつでも受けることが可能です。

しかし、テスト登録・受験は学習者が個人的には行え

ず、先生がとりまとめたり試験監督をしたりと、先生

のご協力なしでは実施ができません。テストの意義や

趣旨、その測定の意味するものを十分理解いただき、

担当される学習者の受験に関して、ぜひご検討いただ

きたく存じます。 

 なお NJE のスケジュールは大体 12 月に登録が始ま

り、試験実施が 3 月から 4 月、結果が 5 月以降です。 

 NJE の情報に関しましては、AATJ のホームページに

記載されております。http://www.aatj.org/nje そのホー

ムページには 2014 年 1 月に行われたウェビナー、サン

プルの質問、その他詳細が載っております。また、ご

質問等ございましたら、お気軽に nje@aatj.org までご

連絡ください。 

 

http://www.aatj.org/nje
mailto:nje@aatj.org
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1 National Standards for Foreign Language Education 

http://www.actfl.org/advocacy/discover-

languages/advocacy/discover-languages/advocacy/discover-

languages/resources-1?pageid=3392 

 

2 Advanced Placement  

http://apcentral.collegeboard.com/home 

  AP Japanese  

https://apstudent.collegeboard.org/apcourse/ap-japanese-

language-and-culture?japaneselang

 

 

部会・教師会情報 

 

CAJLE オンタリオ部会及び J-GAP 活動報告 

 

 

 継続学習支援のための情報交換と教師間のネット

ワークの構築を目的としたシリーズ「日本語学習を継

続させる」の第 14 回の会合が 3 月 26 日に国際交流基

金日本文化センターにて行われた。今回は、国際交流

基金からアルバータ州教育省に派遣されている平田

好日本語上級専門家による「明日からできるアドボカ

シー活動の実践を考える」と題したワークショップを

通して、日本語教育が継続できる環境づくりについて

情報交換を行った。アドボカシー活動は、それぞれの

教師の現場での活動を「外に見えるようにし、そして

そこにある意味や価値を認めてもらい、さらにそれら

を通して個々のプログラムをより魅力的なものにし

ていくことである」ということを様々な地域の事例や

資料を見ながら学び、参加者自身がこれから自分の置

かれている現場で何ができるか、その可能性を考える

好機となった。次回は 6 月の開催を予定しているが、

今後もプログラム紹介にとどまらず、様々な形で情報

交換や学びの場を提供して行きたいと考えている。 

 また、オンタリオで行っている日本語教育グローバ

ルネットワークの J-GAP（日本語教育アーティキュレ

ーションプロジェクト）の活動も 4 年目に突入した。

トロントとその周辺地域の教師を中心に勉強会を定

期開催しており、昨年より「シラバス・プロジェクト」

と題した取り組みを行っている。勉強会では、担当コ

ースの到達目標が CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）

のどのレベルと対応しているのかを検証する「シラバ

ス・プロジェクト」に取り組んでいる。CEFR、「JF ス

タンダード」「みんなの Can-do サイト」を活用し、自

身のコースを Can-do の観点から見つめなおして教室

活動を考えると共に、共通の物差しを用いて自分の担

当するプログラム、コースについて情報を他の教師た

ちと共有し、アーティキュレーション（連続性・連携）

に役立てようというものである。カナダにおける J-

GAP の活動は来年の 3 月末を以って終了することが

決まっているが、今年はトロントでの活動をカナダの

他地域で紹介し、アーティキュレーションについて考

えるセミナーの開催を予定している。その第一弾とし

て 8 月にモントリオールで行われる CAJLE の年次大

会の翌日に同会場でセミナーを行うことが決定して

いる。またバンクーバーでも 10 月下旬～11 月上旬に

セミナーの開催を予定している。オンタリオ部会、J-

GAP の活動については次のリンクで最新情報を公開

している。 

 

Regional Activities： 

http://www.jp.cajle.info/programs/regional-activities/ 

J-GAP Canada Page:  

http://www.jp.cajle.info/programs/j-gap/ 

J-GAP Seminar in Montreal:  

http://www.jp.cajle.info/cajle2014/j-gap-seminar-in-

montreal/   (参加費無料。申し込み受付中)

http://www.actfl.org/advocacy/discover-languages/advocacy/discover-languages/advocacy/discover-languages/resources-1?pageid=3392
http://www.actfl.org/advocacy/discover-languages/advocacy/discover-languages/advocacy/discover-languages/resources-1?pageid=3392
http://www.actfl.org/advocacy/discover-languages/advocacy/discover-languages/advocacy/discover-languages/resources-1?pageid=3392
http://apcentral.collegeboard.com/home
https://apstudent.collegeboard.org/apcourse/ap-japanese-language-and-culture?japaneselang
https://apstudent.collegeboard.org/apcourse/ap-japanese-language-and-culture?japaneselang
http://www.jp.cajle.info/programs/regional-activities/
http://www.jp.cajle.info/programs/j-gap/
http://www.jp.cajle.info/cajle2014/j-gap-seminar-in-montreal/
http://www.jp.cajle.info/cajle2014/j-gap-seminar-in-montreal/
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学会・研修会情報 

 

CAJLE のパートナー団体である CASLT (Canadian Association for Second Language Teachers) から、2015 年 3月にナイ

アガラで開催される学会 World Congress of Modern Languages についてのお知らせと、カナダで最大規模の日本語プログ

ラムを有するブリティッシュ・コロンビア大学（UBC）より、この春行われたオープンハウスと日本語教授法ワークショップ・ブッ

クフェアについての報告をいただきました。－編集部 

 

 

For the first time in Canada, the Canadian Association of 

Second Language Teachers (CASLT), the Ontario Modern 

Language Teachers’ Association (OMLTA), and the 

International Federation of Language Teacher Associations 

(FIPLV) are partnering to hold the much anticipated World 

Congress of Modern Languages in Niagara Falls, on March 

26-28, 2015.  

Over 1,000 professionals in the field of language education 

will get together to collaborate across languages and borders 

--- an impressive number of plenary sessions, roundtables, 

workshops, and presentations will engage delegates in 

discussions on innovative pedagogies, latest research, 

policy, new technologies, diverse strategies, and best 

practices. Exhibitors will be there to offer important 

resources, and social events will contribute to the unique 

opportunity to learn, network, and relax while enjoying the 

breathtaking scenery and the company of like-minded 

professionals from across Canada and the world.  

High-quality proposals for workshops and presentations are 

coming in every day, including a variety of topics and 

approaches, which promises to make the event one of the 

most pertinent professional development opportunities of 

the year. Don’t miss this opportunity and make sure to 

submit your proposal by July 15, 2014!  

Communications on different issues related to the Japanese 

language education, as well as Japanese language lessons, 

have always been part of the program at the Languages 

without Borders conferences of the Canadian Association of 

Second Language Teachers – participants have highly 

appreciated them, taking away concepts, techniques, and 

resources to use in their classrooms, research, or 

administration duties. The World Congress of Modern 

Languages continues this tradition of collaboration with the 

Canadian Association of Japanese Language Education and 

openly welcomes your attendance as a presenter, 

exhibitor/advertiser/sponsor, or general delegate.  

For more details, please check out the Congress webpage at 

www.caslt.org/WCML-CMLV-2015 . 

Join in, it will be memorable! 

http://www.caslt.org/WCML-CMLV-2015
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UBC における日本語教育活性化と共有の取り組み 

 

 

 カナダの日本語学習者の半数以上を抱えるブリテ

ィッシュ・コロンビア州でも、近年、学習者数の減少

が指摘されています。北米で最大規模のプログラムで

ある UBC 日本語科においても例外ではなく、初級か

ら中級、上級へと進む学習者の先細りが懸念されてい

ます。そこで、今年度はそのような状況の打開を目指

し、日本語教育の活性化と情報の共有を目的に、3 月

にオープンハウス、4 月に日本語教授法ワークショッ

プ・ブックフェアを行いました。どちらのイベントも

Nihongo BC や JALTA の協力の下、学内外の教師・学

習者に広く呼びかけ、高校、他大学、継承語学校など

から多くの方に参加して頂くことができました。 

 オープンハウスでは、UBC での日頃の学習成果を

共有するために、ポスター発表やパネルディスカッシ

ョンを行いました。ポスターでは、学習者自身が各コ

ースでのプロジェクト活動などについて報告しまし

た。UBC で日本語を学びたいと考えている高校生や

他大学の学生、また学内でもレベルやクラスの枠を超

え、非常に良い交流の機会となりました。パネルでは、

日本語上級クラスの学生が立命館大学の日本人留学

生と共に震災復興について様々な角度から議論しま

した。 

 日本語教授法ワークショップには、ミシガン大学の

岡まゆみ先生をお招きし、初級から中級への橋渡しと

して学習者の持つスキーマを使った学習の促進と動

機付けに焦点をあて、具体例とともにお話して頂きま

した。くろしお出版・JPT America の協賛で行ったブ

ックフェアも大変好評で、参加者は普段なかなか実際

に見る事のできない本や教材を手に取っていました。 

 どちらのイベントも参加者からは非常に肯定的な

声が聞かれました。近年、日本語学習者が減っている

ことからアドボカシーの重要性が指摘されています

が、今後も他の機関とより一層協力し、日本語教育の

活性化とともに学習者の裾野の開拓に貢献できれば

と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンハウス 日本語教授法ワークショップ 

ジャパン・ファウンデーション・トロントより 2014 年度初中等日本語教師夏季研修のお知らせ 

<SUMMER TRAINING PROGRAM FOR ELEMENTARY AND SECONDARY SCHOOL TEACHERS OF THE 

JAPANESE ï LANGUAGE> -- The Japan Foundation, Toronto 

Date: July 2-5, 2014    Location: Victoria, British Columbia  Deadline: Thursday, June 5, 2014 

Webiste: http://jftor.org/language/courses_events/kenshu/2014_victoria_training/ 

 

 

http://jftor.org/language/courses_events/kenshu/2014_victoria_training/
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学校紹介 

 

カナダ国内各地の日本語プログラムを紹介するこのコーナー、今号では BC 州の継承語学校グラッドストーン日本語学園、

ケベック州から英語系のマギル大学、およびフランス語系のケベック大学モントリオール校（UQAM) 、の３校をご紹介いたし

ます。－編集部 

 

BC 州 グラッドストーン日本語学園 

                              

 

 グラッドストーン日本語学園は、1971 年に BC 州

バンクーバー市のグラッドストーン通りにあった自

宅を寺子屋式に解放し創立、親子の意思疎通と日系人

として日本語を身に付けて欲しいと言う親の希望で、

小学生 70 名の子ども達で始まりました。 

 30 年目を迎えた 2000 年 9 月にバーナビー市に日

系文化センターが開設され、そこに学園を迎えて頂き

ました。センターでの行事では歌・踊り・折り紙を披

露し、日本文化の発表の機会を与えていただき、地域

の方々との交流も深めています。また、隣接する日系

ホームのお爺さま・お婆さまと園児が一緒に歌を歌っ

たり、お遊戯をしたりして日本語の発表をしています。 

 43 年目を迎えた今、2 歳児から高等科までの約 400

人の子ども達に一貫した日本語教育をしています。目

標も創立当時とは少しずつ変化し、日加の架け橋とな

る子どもの育成は勿論、国際社会で活躍出来るバイリ

ンガルに育って欲しいという願いが強くなってきま

した。学園の高等科では、卒業時に日本語の新聞が読

め、日本語能力試験の N1 に合格することを目標にし

ています。また、日本の学校に体験入学を望む生徒が

多いので、教科書は日本の光村図書を使用しています。

日本の子ども達と同様のレベルに、との希望が多い中、

漢字学習が追い付かぬ現状がありますが、漢字検定で

目標を持って学習するよう促しています。その文部科

学省認定日本漢字能力検定に準会場として認定され

て 12 年になります。今回は、グレイターバンクーバ

ーの日本語学校生、補習校生、日本語教師、シアトル

からの受験生など 6 歳から大人まで 71 名が来られ、

2 級～10 級までを受験されました。 

 学園には各教室に大型テレビとパソコンを備え付

け、視聴覚教育を通して子ども達が日本文化を吸収出

来るようにしています。音楽やビジュアルを取り入れ

た楽しいゲームをパワーポイントなどで制作し、子ど

も達にとって日本語学習がより楽しく興味がわくよ

うに工夫しています。そこで、教員 9 名が、漢字や内

容の理解等を深めるためのデジタル教材制作を如何

にすれば良いか毎月研究会を開いて努力しています。 

 

ケベック州 マギル大学日本語プログラム 

  

  

  

マギル大学が位置しているモントリオール市は、カ

ナダで唯一フランス語のみを公用語として法律で定

めているケベック州にある。当州では公教育において

は両親が英語圏で義務教育を受けた場合を除き、すべ

ての子供が義務教育をフランス語系の学校で受けな

ければならない。マギル大学は英語系の大学で、授業

等には全て英語を使用するが、上記のような事情から

テスト・コースのレポートなどはフランス語で書くこ



CAJLE カナダ日本語教育振興会 ニュースレター 48号 

 

 

12 

とが認められている。 

当校の日本語プログラムは、東アジア研究学科に

1974 年に開講され、現在は Level 1 から Level 4 まで 4

段階のコースがある。Level 1 と 2 は 130 時間、Level 

3 と 4 は 78 時間の総学習時間で、レベル４終了時で

JF スタンダード Can-do B2/C1 レベルに到達するこ

とを目標としている。Level 4 以上の上級学習者は、

Advanced Reading 、 Advanced Translation 、 Classical 

Japanese など のコースを取ることができる。また、夏

学期には、Level 1 のみではあるが、10 週間の Intensive 

course がある。2013-2014 には、新しい試みとして、

秋冬学期に Japanese Writing 1・2 を開講した。これは、

最近増加傾向にある self-study である程度のレベルに

達している学習者、継承語学習者のニーズに合わせた

ものである。 

 日本語コースの受講者は、東アジア研究を主専攻も

しくは副専攻としているため日本語を必須科目とし

て取る学生のほか、日本語を選択科目として取る学生

もかなり多い。副専攻プログラムの中でも言語のみを

学習することの出来るプログラムは、理工系の学生に

も人気があるようである。 

  当校の留学生交換協定の制度を利用して、日本の

大学へ一年、または半年間留学することもできる。 

 

ケベック州 ケベック大学モントリオール校（UQAM）日本語プログラム 

 

 

 

ケベック大学モントリオール校（UQAM）の日本語

講座は 1997 年に創設され、今年で 17 年目になりま

す。2002 年には語学部（École de langues）にアジア言

語・文化のプログラム( Certificat en langues et en cultures 

de l’Asie) が創設され、日本語講座及び日本文化関係

講座がそのプログラムに統合されました。アジア言

語・文化のプログラムには 2014 年現在、日本語プロ

グラムと中国語プログラムがあります。 

2014 年の冬学期の日本語及び日本文化関係講座の

登録学生総数は 365 名で、中国語関係講座の登録学生

数の 3 倍です。日本語講座はレベル 1 から 6 までで、

それ以外にマンガを通して日本語を学ぶ講座、アニメ

や映画、文学を通して日本語を学ぶ講座、日本文化入

門の講座、日本映画・アニメ講座があり、日本語プロ

グラムには計 10 の講座があります。日本語レベル 1

は三つのクラス、レベル 2 は二つのクラスがあり、各

クラスに 30 名から 40 名の学生が登録しています。フ

ランス語で教える日本文化入門講座とアニメ・日本映

画講座は最も人気のある講座で毎学期 70 名から 120

名の学生が登録しています。 

近年、フランス語圏での日本文化人気が高まって

おり、マンガを日本語で読みたい、アニメを原語で見

たい学生が増えています。それに従って、マンガを通

して日本語を学ぶ講座及びアニメや映画、文学を通し

て日本語を学ぶ講座が創設されましたが、これらの講

座では主に日常会話に使われる表現やマンガやアニ

メでよく使われる表現を学習します。またここ数年、

当大学ではアジア研究の重要性が注目されており、政

治学部や経営学部のために日本語と中国語の短期プ

ログラムが創設され、これらは学士取得の正規のプロ

グラムに組み込まれる予定です。 
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リレー随筆 

「カンニングと正義感」 

 

 

このニュースレターが発行される頃には、すでに日本

に帰国され、きっと次のご勤務地への準備に追われてい

らっしゃる、元アルバータ州教育省日本語アドバイザー

の平田先生からバトンを受け継ぎました。私は、昨年 8

月に、日本からモントリオールに移って参りました。今

まで日本とアジアでの経験が長かったため、始めはその

違いに戸惑う毎日でしたが、やっとこちらでの 2 学期目

の期末試験を終え、ホッとしているところです。今日

は、この期末試験中に感じた、今までの経験とカナダと

の違いについて少し書いてみたいと思います。 

カナダの大学でも、日本語のクラスには様々な背景を

持つ学生が混在しており、その点では日本との差は感じ

ませんが、こちらの学生の試験中の態度にはいつも感心

させられます。（これはあくまで、私自身の少し特殊な

経験からくる個人的な意見であるということを初めにお

断りしておきます。）カナダでも、カンニングをする学

生は全くいないとは言えないかもしれませんが、試験中

の不正行為により受ける処分の厳しさを学生がよく理解

していることと、また、個々の正義感の強さも、カンニ

ングができない雰囲気を作っているように感じます。 

日本でも通常はカナダと同じだと思われますが、学生

の出身国やその文化によって、試験に臨む態度が異なる

こともあります。私は何度か、一つの国の学生だけで構

成される特別プログラムの日本語クラスを担当したこと

があるのですが、そうなると、教室はその国のカラー一

色となり、試験に対する考え方の違いも顕著に現れま

す。毎日の小テストから中間・期末試験まで、まるでモ

グラたたきをしているかのごとく教室中をぐるぐる回

り、学生のカンニング技術と戦っていたこともあります

し、それまでの実行データから、席順や教員の立ち位置

まで、試験前には複数の教員で作戦を練ったりもしたも

のです。 

そんなある時、話し合いで解決しようと、ある国の学

生たちに説得を試みたことがあります。しかし、案の

定、大反撃にあいました。「友人を助けて何が悪い、困

っている人を助けてそんな厳しい処分を受けるとは何事

だ」と。確かに考えてみると、彼らのカンニングは、自

分がいい成績をとるためではなく、友人を救うためのも

のだったのです。「大切なのは家族と友人、それ以上に

大切なものがありますか」と逆に説得される始末。とは

いえ、不正行為は許されないので、「日本のルール」と

いうことで理解してもらいましたが、彼らの信念は何年

日本に住んでもきっと変わらないだろうと思います。そ

れが本当に友人のためになったかはさておき、正義感と

いうのはそれぞれの信念によって違う形で現れるという

ことを感じた体験でした。 

数年前、大学の入学試験中に起きたスマートフォンを

使ってのカンニングが日本で話題になっていましたが、

そのことについて書かれた記事の中には、「人に聞いて

問題を解決するのは実社会での有力な手段だ」という意

見も見られました。確かにこの学生の行為は、大学入試

のルールには違反していますし、他の学生に対する公平

さの面から言うと許されないことですが、この行為が実

社会で、ましてや国を超えての社会でどこまで倫理的に

誤りがあるかと言うと、意見は様々だと思います。世界

で学生大移動が起こっている昨今、試験のルール自体が

覆される日も、もしかすると来るかもしれません。話が

大きくなりましたが、そこまではならないにしても、私

個人としては、これからカナダという土地で待ち受けて

いる様々な文化背景や信念を持つ学生との出会いに備え

て、柔軟な考え方は持ち続けていたいと思います。 

次回はまた平原に戻って、マニトバ大学の加山先生に

バトンをお渡しします。 

 

 –    

1999 年から 2002 年までバンフ、バンクーバーで過ごす。バンクーバーに滞在中、日本語教師養成コースを受講し、日

本へ帰国後、東海大学にて日本語教育学修士号を取得。日本とタイで合計10 年間、日本語教育に携わった後、昨年9

月よりマギル大学勤務。 
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CAJLE掲示板 

CAJLE2013年度 下半期活動報告 （2013年12月～2014年5月） 

  

 

 

 

2013年 

12月 

 

12月6日 

 

12月11日 

 

 

 

 

 

 

12月12日 

 

 

2014年 

1月19日 

 

 

1月26日 

 

2月24日 

 

 

2月26日 

 

 

 

 

 

3月23日 

 

3月26日 

 

3月30日 

 

 

 

 

 

 

 

広報部よりニュースレター47号発行 

 

2013年年次大会出席理事への旅費等補助額決定と 2013－2014年度修正予算案がオンラインで承認された。 

 

大会実行委員会より年次大会の報告 

テーマ： 言語教育とアイデンティティ：多文化社会における日本語教育 

日程： 2014年8月20日（水）―21日（木） 

会場： ケベック州モントリオール Best Western Ville-Marie Hotel & Suites  

基調講演・教師研修： 菅野康子先生（テンプル大学）  

公開討論会議長： 金谷武洋先生（元モントリオール大学） 

  

年次大会実行委員よりCAJLE2014 年次大会・研究発表募集の案内をウェブサイトに掲載の報告 

http://www.cajle.info/ 

 

 

発表企画部より、大会の研究発表募集の案内を会員宛にメールにて通知 

本年度は日本語、英語、フランス語の三ヶ国語による案内となっている 

 

J-GAP勉強会第12回/ 於トロント大学  大雪のため 3月23日に延期 

 

会計より業務担当の変更の報告。会計業務改善の一つとして、これまで白川氏が担当していた理事等への払い

戻し手続きを、今後伊東氏が担当していくこととなる 

 

J-GAPの一年間の活動延長についての報告 

2013 年 8月の理事会では、J-GAPは今年度末（2014 年 3月）をもって終了することをご報告したが、12月に入

り、グローバルネットワークより後 1 年延長するという通知があり、協議した結果、継続を決定し、JF に助成金申

請をした。これ以上の延長はないこと、カナダ以外にプロジェクトに関わっている全ての団体も継続することを確

認 

 

J-GAP勉強会第12回/  於トロント大学  1月26日よりの振り替え 

 

オンタリオ部会「日本語学習を継続させる（Continuing Learning Japanese）第14回」/ 於トロント大学 

 

年次大会実行委員会より二件の承認事項と二件の決定事項の報告  

承認事項は、 

(1)大会参加費の詳細。昨年秋に、Early bird/member/2 days: $150 についてのみ承認済であったが、さらに会計・

実行委員会にて、価格の詳細を定めた。通常の参加費より高い設定だが、大会両日の昼食、午前・午後のリフレ

ッシュメント、空調の完備した２会場が含まれる 

(2)CAJLE2014研究発表者の年会費を応募時の会費の有効期限を翌年五月までまで延長すること。 

決定事項は、(1)地元教師の公開討論会のみへの無料参加の設定、 

http://www.cajle.info/
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4月17日 

 

 

 

4月末～5月 

 

 

5月1日 

 

 

 

5月23日 

 

 

5月25日 

(3)CAJLE2014懇親夕食会の詳細（在モントリオール日本総領事公邸にて、総領事館のご招待により無料） 

日時： ８月２０日（水）夕刻７時ぐらい 

場所： 在モントリオール日本総領事公邸 大会会場のホテルからタクシーで約１０分。 

内容： 立食。飲み物も含む 

費用： 総領事館のご招待により無料。 

3月23日（提案）-3月30日（理事会承認） 

 

「スカイプ茶話会」に於いて CAJLE 広報の青木氏が「これからのカナダ日本語教育振興会(CAJLE)」というテーマ

でゲスト出演 

現在のCAJLE、そしてこれからCAJLEができること、日本語教育の発展などについて話し合った 

 

ウェブサイト担当の有森氏より、オンライン理事会を行っていた Yahoo Groupsサービス終了に伴いブリーフケー

スからGoogle drive, Gmail への資料の移行作業の最終段階を確認 

 

大会実行委員会より、大会参加登録の受け付け開始のご案内 

参加登録 早期割引締め切り：     6月30日（月） 

参加登録 オンライン締め切り：    8月11日（月） 

 

ラム会長並びに小室リー氏より、今夏の理事改選公示文書制定の提案があり、オンライン理事会にて文言が提

示され検討された。 

 

J-GAP勉強会第13回/ 於トロント大学 

 

   

教材紹介 

 

会話を独り占めする、盛り上がっているのに話を終わらせてしまう、返答に窮する返しをする・・・こんな場面に困ったことは

ありませんか。『にほんご会話上手！』は談話の流れ、コツを分かりやすく説明してあるので、学習者だけでなく教師が読ん

でも役に立ちます。著者のお一人、初鹿野先生にこの教材のコンセプトや使用ポイントをご紹介いただきます。－編集部 

 

『にほんご会話上手！ 聞き上手・話し上手になるコミュニケーションのコツ 15』 岩田夏穂・初鹿野阿れ 

 

 

この教材は、学習者が日本語

の日常会話のやり方の特徴や

全体的な展開を意識しながら、

主体的にやり取りにかかわっ

ていけるようになることを目

指しました。学習者に意識し

てほしい点として、( 1) 自分の

文化・社会・言語的な知識を活

用する、( 2) 聞き手としての役

割を意識し、相手の会話参加も促すようにする、( 3) 相

手の状況を考慮し、会話の流れをコントロールする、

という 3 点に主眼をおきました。 

 全体の構成は、会話の開始から終了までの展開に沿

って、「会話を始める」（新しい話題の導入と展開に注

目する）、「会話を続ける」（話を途切れさせず、継続す

るためのやり取りに注目する）、「話を変える」（話題を

変えたいときの話の展開に注目する）、「話を終らせる」

（会話の終結部のやり取りに注目する）の 4 つのパー
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トから成っています。また、会話分析という研究手法

で明らかになった知見を利用し、各ユニットのテーマ

を選びました。 

 授業での活動の進め方に沿って簡単にご説明します。 

１．【こんな経験ありませんか】では、なんとなくうま

くいっていない会話の流れを、3 コマのイラストと

音声で確認します。そして、このやり取りで何が問

題だったか、誰がどのように言えば話がスムーズ

に進んだか、もしこのようなやり取りを母語で行

ったらどうだったか、について話し合います。ここ

での話し合いは母語でもかまいません。学習者の

会話経験を振り返り、相手とうまく話が進められ

るやり方を考えます。 

２．【Unit ○の目標】で、その Unit で焦点となる会話の

やり方が何なのかを確認してください。 

３．【ここがポイント】には、冒頭の会話の二人がこの

ようにしたらよかったのではないかという会話の

やり方について、その Unit の焦点となるものを取

り上げて説明しています。ここでのやり方は【こん

な経験ありませんか】で話し合った学習者のやり

方を否定するものではありません。いくつかある

方法の一つとして提示してあると考えてください。 

４．【聞こう】は、ポイントとなる表現を文脈の中で聞 

  き取る練習です。 

５．【話そう】は、【聞こう】で確認したポイントを他の

場面や設定で用いる経験ができる練習になってい

ます。 

６．【これで OK】は、【こんな経験ありませんか？】で

聞いた会話がトラブルなく進んだ場合の例があげ

てあります。最後に確認のために聞いてください。 

 

 この本の目的は、本に挙げられた会話例や語彙・表

現を規範とすることではありません。本にある会話や

表現は、あくまでも、自分の会話のやり方を意識でき

るようになるための一つの素材であると考えてくださ

い。したがって、授業においては、文法的な正確さや

解答例に必要以上にこだわらなくてもいいと思います。 

 この本は、今までとは少し違った視点で会話の学習

を捉えたいと思い開発しました。もしこの本を使って

くださる方がいらっしゃいましたら、フィードバック

をいただければ幸いです。 

 

 

国際交流基金コーナー 

 
2014（平成 26）年度 ジャパン・ファウンデーション・トロント 日本語教育ローカル・グラント・プログラム 

  

 

 ジャパン・ファウンデーション・トロント日本語教育ロ

ーカル・グラント・プログラムは、カナダにおける日本語

教育の普及・発展に必要な様々な活動への支援を通して、

カナダでの日本語教育を促進することを目的としていま

す。 

同プログラムの詳細は、申請要領、申請書をご確認くださ

い。申請要領等の入手方法、及び、主な支援内容、助成期

間等は以下の通りです。 

 支援内容については自由企画も大歓迎です。日本語学

習者、日本語教師をはじめ、保護者や学校関係者、コミュ

ニティなどに対する波及効果が大きい事業への支援が優

先されます。採用例としましては、アルバータ州日本語教

師会からの「高校生日本語スピーチ大会」や、ビクトリア

大学からの「『ドラマチック日本語』出版」に対する支援

などがあります。 

 ̧ 申請要領、申請書は以下のサイトよりダウンロード

願います。 http://jftor.org/language/jl_grants/ 

 ̧ 主な支援内容： 

弁論大会、学習者奨励活動助成 

謝金助成 

教材購入、日本語教育リソースセンター設置助成 

会議助成 

教材制作助成 

学会、教師研修会等参加支援 

自由企画事業 

 ̧ 助成対象期間：2014 年 4 月から 2015 年 3 月まで 

（2014 年 7 月以前に実施を企画している事業に対

し助成を希望される場合は、別途ご相談ください） 

 ̧ 申請書の締め切りならびに提出先：2014 年 6 月 13

日、10 月 15 日（必着）、郵送でジャパン・ファウ

http://jftor.org/language/jl_grants/
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ンデーション・トロントまでお送りください。 

ご不明な点などございましたら、担当者までご連絡願い

ます。 

担当者： 齋藤典子 Tel: 416-966-1600 ext. 224    

E-mail: nsaito@jftor.org  

  

離任のご挨拶 

平田好（国際交流基金派遣日本語上級専門家） 

 

 2014 年 5 月は、国際交流基金カナダ派遣日本語アド

バイザー（2001 年よりアルバータ州教育省に派遣開

始) 5 代目より 6 代目への交代時期です。5 代目の私は

5 月 23 日にエドモントンから日本に発つことになりま

した。2011 年夏、着任して 3 ヶ月後にレジャイナで開

催された CAJLE 年次大会で、畔上ラム先生をはじめと

する多くの方々にお会いしたことが昨日のように思い

出されます。その後、バンフ、トロントでの大会を始

めとして各地で折々の機会に先生方にお目にかかり、

スカイプ経由でもお話して、3 年間の任期中、たいへん

お世話になりました。カナダからは離れますが、これ

からも皆様とともに日本語教育の発展のために歩みた

く、引き続きよろしくお願い申し上げます。なお、本

年 8 月 16 日より 2 年間の予定で、国際交流基金北京日

本文化センターを拠点として、中国の日本語教育のお

手伝いをする予定です。ICT の普及によって、世界中

どこにいても気軽に連絡ができる時代となりました。

地球は狭くなりました。このご縁を大切に、またお話

する機会を楽しみにしています。末筆ながら皆様のご

多幸とご健康、そしてカナダの日本語教育がさらに豊

かで実り大きなものになるようにお祈りいたします。 

 

編集後記 

20

JALEX 1

 

(

)

 

Guy Davis 

A  

CAJLE

CAJLE.PR@gmail.com  

CAJLE newsletter editorial board welcomes comments and opinions that address issues related to Japanese language education. 

Please email us at CAJLE.PR@gmail.com 

mailto:nsaito@jftor.org
mailto:CAJLE.PR@gmail.com
mailto:CAJLE.PR@gmail.com
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会員規定 - Membership 

カナダ日本語教育振興会は、カナダにおける日本語教育の発展

と向上を目指す非営利組織です。日本語教育に関心のある方な

らどなたでも会員として登録することができます。 

 

 

会員特典 

- カナダの日本語教育情報満載のニュースレター(年２回発行） 

- 日本語教育関係の各種ご案内 

- 年次大会、勉強会、その他の催しの参加費割引 

-  CAJLE年次大会での研究発表資格 

- The Canadian Association of Second Language Teachers 

(CASLT) 会員登録の割引適用：年会費 $15 （通常年会費$45） 

 

会費年度 

毎年 6月１日から翌年 5月 31日まで。 

 

 

年会費 

一般会員 ＄45 CA 

3年(一般)会員 ＄120 CA 

学生会員 ＄30 CA 

組織会員 (4名まで) ＄120 CA 

 

CAJLEホームページのメンバーシップページ（”About us”内）より、

オンラインにてお申し込みいただけます。 

小切手もしくは銀行振込によるお支払いをご希望される方は、会

員申込書をご記入の上、メールまたは郵送でお送りください。 

申込書、お支払い方法についてはホームページをご覧ください。

http://www.cajle.info 

 

 

申込先：   

Canadian Association for Japanese Language Education (CAJLE) 

P.O. Box 75133, 20 Bloor St. East, Toronto, Ontario, M4W 3T3, 

CANADA 

 

 

※連絡先の変更： 住所およびメールアドレス等の変更があった

場合にはこちらまでお知らせください。cajle.kaikei@gmail.com 

 

 

 

 

CAJLE is a non-profit organization which actively promotes 

Japanese language education in Canada. We welcome everyone 

who is interested in Japanese language education.  

 

CAJLE membership entitles you to: 

CAJLE membership entitles you to: 

- Receive the CAJLE Newsletter full of information about 

Japanese Language Education in Canada (two issues 

annually) 

- Receive various announcements related to Japanese 

education via email. 

- Attend the CAJLE annual conference, workshops and other 

related events at a reduced rate. 

- Present research at the CAJLE annual conference  

- Special rate for The Canadian Association of Second 

Language Teachers (CASLT) membership. (Affiliate Individual 

Membership is $15, instead of Regular Individual 

Membership $45) 

 

Term of Membership: 

Memberships start every June and continue through May of the 

following year.  

 

Membership Fee: 

Regular Membership $ 45 CA 

3 years Membership $ 120 CA 

Student Membership $ 30 CA 

Institutional Membership (up to 4 members) $ 120 CA 

 

How to Join: 

tƭŜŀǎŜ Ǿƛǎƛǘ ƻǳǊ ǿŜōǎƛǘŜ ŀƴŘ ƻǇŜƴ άMŜƳōŜǊǎƘƛǇέ ǇŀƎŜ ǘƘǊƻǳƎƘ 

ά!ōƻǳǘ ǳǎέΦ tƭŜŀǎŜ Ŧƛƭƭ ƻǳǘ ǘƘŜ ƻƴƭƛƴŜ ŦƻǊƳ ŀƴŘ ŎƻƳǇƭŜǘŜ ǘƘŜ 

payment procedure through paypal. 

For those who wish to pay by personal check or bank transfer, 

please fill out the application form (available on www.cajle.info ) 

and mail or email it with the appropriate membership fee. 

 

Mail to:  

Canadian Association for Japanese Language Education (CAJLE) 

P.O. Box 75133, 20 Bloor St. East, Toronto, Ontario  M4W 3T3, 

CANADA  

 

Please notify us at the following email address if your contact 

information changes:  cajle.kaikei@gmail.com 

http://www.cajle.info/
mailto:cajle.kaikei@gmail.com
http://www.cajle.info/
mailto:cajle.kaikei@gmail.com

